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学校ブログ助け合う 4.4.7

校長あいさつ
４月７日 桜の花が咲く中、96名の新入生を迎え、全校生徒325名で令和４年度の中郷西

中学校がスタートしました。今年度も新型コロナウィルス感染症対応による教育活動への

、 、 、様々な制約も想定される中ですが 子どもたちの命 安全を守ることを最優先とした上で

学校教育目標「豊かな感性を礎に、確かな学力と健康な心身を磨き、伸びゆく生徒」のも

と、あらゆる教育活動を通じて「みんなが生き生きと活躍できる学校」を合言葉に、仲間

とともに本気になって取り組む生徒を全教職員で支援してまいります。新たな出発が実り

多きものとなりますようご家庭や地域の皆様のご理解とご支援を賜りながら精進して参り

ます。どうぞよろしくお願いいたします。

令和４年４月 校長 田畑 浩明

令和４年度新体制
新年度は１年生３学級、２,３年生４学級、計11学級での学校運営です。

職員は12人が転出･退職をし、新たに12人の職員が着任し、新体制が始まりました。

校長 田畑 浩明 教頭 横山 寛（社会）

3年学年主任 加藤 正勝（国語） 3年3組担任 太田 翔大（保体）

3年1組担任 杉山 緑（数学） 3年4組担任 杉山 裕美（英語）（ ）進路指導主事

（ ）3年2組担任 古地 周斗（理科） 3年担任外 田口 健太郎 美術(生徒指導主事）

本田 昌也（数学）2年学年主任 井澤 大輔（理科） 2年4組担任

稲葉 怜子（音楽） 佐野 里香（国語）2年1組担任 2年担任外

2年2組担任 加藤 明子（英語） 2年担任外 齋藤 幸男（技術）

2年3組担任 駒坂 和正（社会）

1年学年主任 加藤 由貴子 保体 1年３組担任 南 銀河（理科）（ ）

（ ）1年1組担任 1年担任外相澤 優太（国語） 杉山 眞佐志 数学

1年２組担任 安田 紗雪（英語）

教務主任 鈴木 雅彦（社会） 楢原 史子（家庭）家庭科専科 (南中所属)

養護教諭 栄養教諭（栄養士） 伊倉 裕美子藤岡 協子

事務主査 事務員 近藤 麻理石村 伊津子

用務員 給食事務 高井 ミナ下山 昭弘

ＡＬＴ 学校司書 後藤 祐子アンドリュー・ブラナン

学校支援員 常深 美穂 濱地 芙美スクールサポートスタッフ

） ）スクールカウンセラー 長谷川 准 非常勤 河合 孝彦 非常勤（ （スクールソーシャルワーカ-



 

令和４年度 三島市立中郷西中学校グランドデザイン 

生徒の実態 

学校生活は楽しい 89％ 

授業がよく分かる 54％ 

先生は親身である 85％ 

保護者の意識 

子は学校が楽しい 85％ 

家庭学習をさせる 75％ 

個に応じた支援 73％ 

教職員の意識 

授業がよく分かる 94％ 

学校行事の充実 88％ 

地域連携の推進 100％ 

静岡県の基本目標 

『有徳の人』の育成 

 

静岡県授業づくり指針 

自分ごととして学ぶ子供 

 

三島市の基本理念 

豊かな感性と確かな学力
をもつ、心身ともに健康
な子供の育成 

① 思いやる心…徳 

② 学ぶ力…知 

③ 健やかな心身…体 

学校教育目標 

豊かな感性を礎に、 

確かな学力と健康な心身を磨き､伸びゆく生徒 

Ｐ 

Ｄ 

Ｃ 

Ａ 
学校運営
協議会 

学習支援

生徒の視点で

の授業づくり

一人一端末で

の授業改善

学びの足あと

の活用

生徒理解

生徒･保護者

に寄り添う

支援

心を耕す道

徳･人権教育

個に応じた特

別支援･不登

校対応

特別活動

良さを認め合

う学級活動･

学校行事

自治を実感す

る生徒会活動

地域と生きる

ボランティア

活動

健康安全

命を守る安

全･防災教育

給食を活用し

た食育

部活動を通し

心身の鍛錬

 

教職員の合い言葉 ① 

『3 つの S』 

Smile 笑顔で対応 

Specialist 専門家プライド 

Speed 迅速性と誠意 

教職員の合い言葉 ② 

『学校生活の基盤は学級』 

生徒指導は生徒理解 

居場所と絆のある学級経営 

教師はできる限り生徒のそばにいる 

学校運営の基盤 〈取組、体制、理念〉 

校訓 鍛える 

   伸びる 

   助け合う 

４､５月 出会い 

６､７月 挑戦 

8､9､10 月 団結 

11､12 月 深化 

Ｐ 

Ｄ 

Ｃ 

Ａ 
学校運営
協議会 

Ｐ 

Ｄ 

Ｃ 

Ａ 
学校運営
協議会 

１､２､３月 感謝 

働き方改革 

部活動指針順守 

教育課程の工夫 

地域連携 

学校応援団 

地域 VS活動 

学校ブログ 

校内研修 

授業作りについて 

iPadの活用 

【評価の視点】〈生 徒〉学校生活は楽しい 90％ 授業がよく分かる 58％ 先生は親身である 88％ 

       〈保護者〉子は学校が楽しい 90％ 個に応じた支援 75％ 教職員の丁寧な対応 95％ 

 

重点目標 

① 自他を大切にできる生徒集団 

② 学びの実感を得る生徒 

③ 命を守る力を育む生徒 

 

学校経営目標 

みんなが生き生きと活躍できる学校 

・学校生活の主役は生徒 ・コミュニティ・スクール化 

・教職員は学びのプロフェッショナルとしてサポートする 


